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 １ 調査目的 

西遠都市圏（浜松市、磐田市、袋井市、湖西市、森町、新居町の4市2町）の総合
都市交通体系調査は、これまで3回の調査が実施され、都市圏内の道路網や公共交通
網の構築、交通管理需要施策の方針等を示してきた。 
第3回調査(平成7年度～平成9年度)から10年が経過し、西遠都市圏においては、市
町村合併による新市の誕生や、浜松市の政令指定都市への移行、さらには都市圏構
造や社会経済状況が大きく変化していることから、都市圏内の道路交通網の再構築
並びに公共交通の利活用等の総合的な都市交通体系の見直しを行うため、第4回調査
が必要となっている。 
第4回調査の実施に先立ち、調査内容の企画立案として予備調査を実施し、西遠都
市圏の交通問題へ的確に対応するとともに、平成19年度以降の調査作業を円滑に実
施するため、交通に関する計画課題の抽出や課題に対応した調査構成の検討等を行
うものである。 

 
 ２ 調査フロー 
 
 
 
 
 

２．  計 画 課 題の 設 定

将来 の社会 経済 情勢の
変 化

計画 課題の 検討

３．   課 題 に対 応 した 実 態 調 査 等の 構 成

１．   調 査 対 象 圏 域の 設 定

４．  実 態 調 査の 設 計

６．  PRや 関 係 者 か らの 意 見 聴 取 について の計 画

５．  調 査 全 体 スケジュー ル と検 討 体 制

西遠都 市圏の現状 上位・関連 計画の整 理

本体 調査

補完 調査

付帯 調査

本 体調査の 設計
、　　抽 出率 抽出方 法の設定

　　調 査項目の 設定
　　調 査票レイア ウトの 設計
　　ゾーン区 分の設定

補完 調査の設 計

付帯 調査の設 計
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 ３ 調査圏域図 
 
 

（参考）合併前市町村

磐田市

袋井市 

森町 

湖西市 

新居町 

浜松市

西遠都市圏
人口：1,139 千人 
面積：1,986ｋ㎡ 
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 ４ 調査成果 
 
（１）調査対象範囲の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 

旧 通勤通学 商圏 自治体の  大規模開発等  都市計画 第 3 回 PT
市町名 

市町村名 (%)  (%)  一体性 地方拠点 第二東名 三遠南信 区域 調査圏域

浜松市 浜松市 ●87.6 ●85.9  ●浜松 ● ●  ● 

 浜北市 ●33.8 ●25.7  ● 〃 ● ●  ● 

 舞阪町 ●36.0 ●64.0  ● 〃 ●   ● 

 雄踏町 ●46.0 ●59.6  ● 〃 ●   ● 

 細江町 ●41.1 ●41.6  ● 〃 ●   ● 

 引佐町 ●29.9 ●37.6  ● 〃 ● ● ● ● 

 三ヶ日町 ● 9.7 ●21.6  ● 〃 ● ● ● ● 

 天竜市 ●16.3 ●18.0  ● 〃 ●   

浜松 

● 

 春野町    3.4 ●16.5  ● 〃 ●   －  

 佐久間町    0.8 ●17.6  ● 〃 ●  ● －  

 水窪町    0.7 ●17.1  ● 〃 ●  ● －  

 龍山村    4.6 ●29.7  ● 〃 ●   －  

磐田市 磐田市 ●14.3 ●17.2  ●磐田 ●   ● 

 福田町 ●12.0 ●11.2  ● 〃 ●   ● 

 竜洋町 ●26.6 ●34.1  ● 〃 ●   ● 

 豊田町 ●22.6 ●39.5  ● 〃 ●   ● 

 豊岡村 ●14.1 ●12.3  ● 〃 ● ●  

磐田 

● 

湖西市 湖西市 ● 9.5 ●12.9  ●   ● 

新居町 新居町 ●18.6 ●30.3  ●   
西浜名 
広域 ● 

袋井市 袋井市 ● 7.8    9.2  ●袋井 ●   ● 

 浅羽町 ● 8.3 ●11.1  ● 〃 ●   ● 

森町 森町 ● 5.7    7.3  ● ●  

中遠 
広域 

● 

 

■調査対象圏域の設定に当たっては、次の 3点を考慮した。 

・都市計画立案の単位地域であり、一体の都市地域として総合的に整備、開発、保全する必要

がある地域であること。 

・日常的生活圏を包含すること。 

・計画構想において中心都市である浜松市への交通への影響範囲を包含すること。 

表 1 調査対象圏域の検討
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（２）都市圏の現状 
 ①人口動態 
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図 1 夜間人口と県内シェアの推移 
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図 3 産業別従業人口構成の推移 
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図 4 市町別外国人人口の推移

■都市圏人口は 113.9 万人、静岡県に占める割合は 30%。 

2005 年（平成 17 年）10 月 1 日現在、都市圏全体の人口は 113.9 万人であり、静岡県人口
の 30.0%を占め、5年ごとに 3～4万人程度増加し、県内シェアも漸増している。 
■少子高齢化が進展し、65 歳以上の構成比は 20%。 

65 歳以上の人口構成比は年々上昇し、2005 年（平成 17 年）には 20%と、20 年前から約 9
ポイント、10年前から約 5ポイント上昇した。 
■第二次産業の割合が高い都市圏、第三次産業の割合が上昇。 

都市圏の第二次産業の比率は高く、静岡県全体よりも約 5ポイント、全国より約 15ポイン
ト高い。 
■都市圏の外国人人口は増加が著しく、全人口の 3%にあたる 3.5 万人に。 

都市圏の外国人人口は、1990 年（平成 2 年）の 0.9 万人から、2005 年（平成 17 年）には
3.5 万人に急増している。特に、浜松市や磐田市での増加が著しい。 

1965 年（昭和 40 年）

1970 年（昭和 45 年）

1975 年（昭和 50 年）

1980 年（昭和 55 年）

1985 年（昭和 60 年）

1990 年（平成 2 年）

1995 年（平成 7 年）

2000 年（平成 12 年）

2005 年（平成 17 年）
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②交通特性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.0 37.0

49.9

61.0

20.1

19.4

15.4

32.8

24.4

18.1

0.5

0.2

0.1
2.9

2.3

2.6

3.8

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第1回（5市町村）
1975年(昭和50年)

第2回（16市町村）
1985年(昭和60年)

第3回（18市町村）
1995年(平成7年)

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩 その他

2.7

2.2

3.0

2.0

1.7

4.5

1.2

2.0

2.7

1.8

3.0

3.4

5.5

5.3

5.0

4.9

6.8

6.0

5.3

8.7

8.4

9.8

41.9

51.3

60.5

44.1

44.4

46.1

39.1

45.9

48.6

40.5

47.2

52.9

21.5

17.1

14.4

28.7

27.5

24.2

24.6

22.4

21.0

15.7

13.0

10.5

28.4

24.1

18.0

21.7

21.4

20.3

28.2

23.7

22.4

33.3

28.4

23.5

3.5

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1987年(昭和62年)

1992年(平成4年)

1999年(平成11年)

1987年(昭和62年)

1992年(平成4年)

1999年(平成11年)

1987年(昭和62年)

1992年(平成4年)

1999年(平成11年)

1987年(昭和62年)

1992年(平成4年)

1999年(平成11年)

旧
浜

松
市

旧
静

岡
市

熊
本

市
鹿

児
島

市

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

図 5 代表交通手段構成の推移

図 6 旧浜松市の代表交通手段構成と他都市との比較（平日） 

■自動車の分担率は、10年ごとに 10 ポイント以上上昇し、前回 PT 調査では 61%。 

過去の西遠都市圏 PT調査によると、自動車の分担率は 10年ごとに 10ポイント以上上昇し、
前回調査の 1995 年（平成 7 年）には 61%に達している。また、鉄道の構成比は横ばいだが、
バス、二輪車、徒歩は減少している。 
■旧浜松市の自動車分担率は、同規模の他都市と比較しても、伸びが顕著。 

全国 PT 調査の旧浜松市を見ても、自動車の分担率は 5～7年で 10ポイント程度ずつ上昇し
ている。旧浜松市と同規模の他都市と比較すると、浜松市の自動車の伸びが著しい。 
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③都市圏の問題・課題と計画課題の整理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 交通問題解消や都市圏発展に効果的な事業の選択と必要な
施設整備

⑥ 都市施設整備費の減少下での財政的負荷の小さな都市圏構
造の必要性

③ 、 、 、 、 浜松駅周辺 磐田市 袋井市 湖西市 浜北・天竜地域自治区
の各中心部の既存ストック有効活用

① 公共交通サービス向上による利用促進施策の実施

⑦観光地の回遊性と宿泊客の増加に資する交通体系の構築

④ 高齢者などの自立した移動を支える公共交通の維持

⑤ 環境負荷に配慮した交通体系

① 道路ネットワークのミッシングリンクの再検討

② 公共交通の利便性のさらなる向上

④ 居住地や目的地の郊外化による自動車依存の進展への対応

⑤ 必要性の高い事業・施策の選択とそれに対する集中的な投資

③ ハード施策とソフト施策を連携するパッケージ施策の再点検

都市圏の現状から見た問題・課題

これまでの取り組みからみた問題・課題

① 高度産業文化都市圏の形成に資する交通体系の構築

② 豊かで快適な都市環境の形成に資する交通体系の構築

上位・関連計画からみた問題・課題

③ 魅力ある拠点都市の形成を促す交通体系の構築

④ 交流ネットワークの整備と多極連携型圏域構造の形成

将来の社会経済情勢の変化からみた問題・課題

① 人口のピークから減少に向けた対応

② 高齢化の急激な進展への対応

③ 交通需要のピークから減少に向けた対応

市町ヒアリングからみた問題・課題

① 渋滞・混雑箇所への対応

② 路線・自主運行バスの維持・利用促進と公共交通機関の連携

④ 広域とのアクセスと都市圏内各拠点間や隣接都市圏との連携

⑤ 自動車と公共交通の使い方の再考などソフト施策の検討

③ 安全・快適な歩行環境の整備

⑧外国人を意識した都市交通計画や施策の検討

⑥ 既存施設の有効活用に向けたソフト施策の効果的活用

④ 地球環境問題への対応

都市圏構造の計画課題

交通体系の計画課題

、□既存の都市ストックを有効活用し 鉄道やバスを中心と
、 、した公共交通を軸に 中心市街地や主要拠点において 

（ ）まとまりある市街地 集約型都市構造 を形成していくこと
。が課題となる 

、 、□一方で ライフステージに応じて 郊外の広い敷地で
、のゆとりある居住と自動車利用のニーズもあるが 都市の

、拡大の抑制が迫られる諸条件の下 集約型都市へ誘導
。するための交通施策が必要である 

、□さらに 近年増加している外国人の交通実態を把握
、し 都市交通計画や施策の検討に際して特に考慮すべ

。きかどうか検討することも必要である 

、□それぞれの拠点の特徴を活かし 拠点間の連携およ
、び役割分担により 各地域の中心核としての維持や役割

、 。に応じた機能向上を 交通で支えることが課題となる 

□都市圏の産業拠点や観光拠点と世界・国内とをつなぐ
、ため 交流の玄関口となる東名・第二東名・三遠南信道

のICやJR浜松駅等へのスムーズなアクセスが必要とな
。る 

、 、 、□また 三河港 御前崎港 中部国際空港へのスムーズ
なアクセスや富士山静岡空港などの利活用も視野に入

、れ 物流や業務交通など都市圏の産業活動を支える交
。通体系の構築が課題である 

□鉄道駅をはじめとする交通結節点の整備などのハード
、施策や 鉄道・路線バス・自主運行バスなど公共交通機

関の相互連携および需要に対応した運行などのソフト施
、策により利便性を高め 公共交通の維持・利用促進を図

。ることが課題となる 

、□都市圏の産業活動を支える道路ネットワークとして 都
市圏の発展に効果的な事業の選択および集中的な投資

。に向けた検討が課題となる 

、□厳しい財政状況の下 公共交通整備などのハード施
、策だけではなく TDMやモビリティ・マネジメントなどのソ

フト施策の効果的な活用による公共交通とクルマのかしこ
、い使い方の実現を図り 自動車から公共交通への転換を

。促進することが必要となる 
□ハード施策とソフト施策とを連携したパッケージ施策の

。検討が課題となる 

、□交通事故対策から災害対策まで ユニバーサルデザイ
、ンの考え方を踏まえ 安心・安全なくらしに配慮した交通
。の検討が課題となる 

①   西遠都市圏の特徴を踏まえた集約型

都市構造の形成に資する交通体系の構

築

②   多種多様な拠点の相互の連携を支え

る交通体系の構築

③   世界や国内との交流を支える交通体

系の構築

①   公共交通のサービス向上と利用促進

②   選択と集中による道路整備

③   公共交通とクルマの連携やかしこい

使い方の実現

④   安心・安全な移動の実現

図 7 都市圏の問題・課題と計画課題の整理 

■第 4回調査で検討すべき計画課題の整理。 

都市圏の抱える問題・課題から都市圏構造の計画課題を抽出し、第 4 回調査で検討すべき
計画課題として、体系的に整理した。 
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（３）実態調査等の構成 
 ①計画課題に対応した調査の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑ （ ）　 　 検証 

必要となる分析とデータ

《 》 分析 

（ ）高齢者の日常的な移動実態 平日・休日 の把握
→　 急増する高齢者のモビリティ確保などの施策を検討

《 》 データ 

、 、　・高齢者の主な移動手段 外出頻度 主な目的地　など

《 》 分析 

（西遠都市圏のパーソントリップデータ PTの本体調査
）結果 の検証

－ （　 PTの本体調査の実査と同年・同時期の自動車の交通量 スクリーン
）、　ラインにおけるデータ  、主要駅別の乗降客数 乗降客の居住地を

、　把握し 本体調査結果と比較
《 》 データ 

　・スクリーンライン自動車交通量
　・主要駅別乗降客数
　・主要駅別乗降客居住地(圏域内or外)

《 》 分析 

現況の目的別・手段別の交通実態の分析
－ 、 、 、　 公共交通 自転車 徒歩 自動車の移動実態の把握
－　 豊橋等の隣接地域との間の交通実態の把握

個人・世帯属性と社会経済指標・交通行動とのクロス
分析

－ 、　 交通行動の要因 施策のマーケティングの基となる交通主体の詳細な
、　分析(性・年齢・居住地別の交通特性 世帯構成別の交通特性など)

将来の望ましい総合的な交通体系のあり方
－　 望ましい公共交通ネットワークやサービスレベルの検討
－ 、　 各交通機関の使われ方や位置づけを考慮し 将来の需要に合わせた

、　道路整備のあり方 路線・延長等の検討
《 》 データ 

･ ･　・個人属性(性 年齢 居住地など)
　・世帯属性(世帯構成など)

･　・現況の目的別 手段別OD
･ ･　・現況の交通状況(交通量 旅行速度 混雑など)

･　・将来の目的別 手段別OD(予測)
　・将来の交通状況(予測)
　・隣接地域との間の交通実態

《 》 分析 

休日・観光・中心市街地などに関する交通実態の分析
《 》 データ 

　・休日交通の実態
　・観光地への交通実態(アクセス手段など)
　・中心市街地へのアクセス交通の実態　など

《 》 分析 

（ ）外国人の日常的な移動実態 平日・休日 の把握
－ 、 、　 外国人の交通実態が 特定の起終点の規模が大きい 特定の交通手段

、　に偏っている 、 、といった特徴を持っている場合は 今後 交通計画策定
　時に外国人の移動の影響を交通計画の中で考慮しなければならない
　可能性もある

《 》 データ 

･ ･ 、　・外国人の居住地 通勤地 通勤時移動手段(平日) 
･　　休日の移動目的 手段　など

《 》 分析 

交通機関の利用実態とソフト施策導入可能性の把握
－ 、　 個人・世帯の自動車や公共交通の利用状況を把握し 自動車交通を

（ ）　適正化 公共交通への転換等 するためのソフト施策の導入可能性を
、　分析するとともに 需要予測モデルに反映

－　 事業所に関連する通勤・業務・物流目的の自動車交通を適正化
（ ）　 公共交通への転換等 するためのソフト施策の導入可能性
（ ）　 どの地域での実施が有効かなど を分析

《 》 データ 

･ ･ 、　・個人 世帯の交通機関利用状況 手段転換可能性 
　　個人へのソフト施策導入可能性

･ ･ 、　・事業所関連交通(通勤 業務 物流)の状況 
　　事業所のソフト施策導入可能性　など

調査名

本体調査

補完調査

付帯調査

スクリーンライン
調査

駅頭調査

家庭訪問調査

交通機関利用
状況調査

高齢者日常交通
実態調査

外国人日常交通
実態調査

(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

(F)

①   西遠都市圏

の特徴を踏ま

えた集約型都

市構造の形成

に資する交通

体系の構築

(1)
都市圏構造の
計画課題

②   多種多様な

拠点の相互の

連携を支える

交通体系の構

築

③   世界や国内

との交流を支

える交通体系

の構築

①   公共交通の

サービス向上

と利用促進

(2)
交通体系の
計画課題

②   選択と集中

による道路整

備

③   公共交通と

クルマの連携

やかしこい使

い方の実現

④   安心・安全

な移動の実現
事業所関連交通
実態調査 (G)

既存調査データ
を活用

■計画課題に対応した調査体系の構成。 

計画課題の検討に必要な分析・データと、PT 本体調査及び既存調査データを活用して分析
できる内容等を整理し、第 4回調査で必要な調査を整理した。 

図 8 都市圏の問題・課題と計画課題の整理 
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 ②第4回調査の実態調査体系 
 
 
 
 
 

 調査名 調査対象 調査方法 調査意義・課題等対応 

本
体
調
査

A 家庭訪問調査 
（交通行動実態調査） 

○都市圏内 
居住者 

○平日・ 
家庭訪問留置・ 
訪問回収調査 

○一般的な交通計画の検討 

○交通機関利用状況や手段

転換可能性の把握 

B スクリーンライン調査 ○天竜川断面

交通 
○平日・断面交通量 

カウント調査 
○家庭訪問調査の補正・補完

補
完
調
査 

C 駅頭調査 
 ※実施する前に、JR や遠州鉄道等か

らのデータ提供の可能性の検討が

必要 

○都市圏内・外

居住者 
○平日・乗降客数 

カウント調査 
○平日・ 

乗客ヒアリング調査

○家庭訪問調査の補正・補完

D 外国人日常交通実態調査 ○都市圏内 
居住者 

○外国人関連団体 
を通じた調査 

○計画課題(1)-①「西遠都市

圏の特徴を踏まえた集約型

都市構造の形成に資する交

通体系の構築」の検討 

○外国人の日常的な移動実態

の把握 

E 高齢者日常交通実態調査 ○都市圏内 
居住者 

○家庭訪問留置・ 
訪問回収調査 
（本体調査と組み 
合わせて実施） 

○計画課題(2)-①「公共交通

のサービス向上と利用促進」

の検討 

○高齢者の日常的な移動実態

の把握 

F 交通機関利用状況調査 ○都市圏内 
居住者 

○郵送配布・ 
郵送回収調査 

○計画課題(2)-③「公共交通と

クルマのかしこい使い方の

実現」の検討 

○居住者モビリティ・マネジメン

ト検討の基礎データ 

付
帯
調
査 

G 事業所関連交通実態調査 ○都市圏内 
事業所 

○企業訪問留置・ 
訪問回収調査 

○計画課題(2)-③「公共交通と

クルマのかしこい使い方の

実現」の検討 

○事業所関連交通の実態の

把握 

○職場モビリティ・マネジメント

検討の基礎データ 

 
 
 

■実態調査体系の検討。 

本体調査、補完調査及び付帯調査について、調査対象、調査方法等を整理した。 

表 2 第 4 回調査の実態調査体系
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（４）実態調査の設計 
 ①調査項目の検討 
 
 
 
 
 
 

調査項目 標 準 
調査項目 

第 3回 
調 査 

第 4回 
調 査 

世帯住所 ● 〇 〇 
性別 ● 〇 〇 
年齢 ● 〇 〇 
職業 ● 〇 〇 
産業 ● 〇 〇 
通勤先の所在地、名称 ● 〇 〇 
通学先の所在地、名称 ● 〇 〇 
自動車免許の保有 ● 〇 〇 
保有自動車の種類 ● 〇 〇 
使用可能な自動車の有無  × 〇 
最も利用するバス停、駅の名称  〇 × 

個
人
属
性 

最も利用するバス停、駅までの距離  〇 × 
発・着地ベースの区分 
（自宅、勤務･通学先、その他か） 

 〇 〇 

発・着地の所在地 ● 〇 〇 
発・着施設または土地利用 ● 〇 〇 
発・着時刻 ● 〇 〇 
目的 ● 〇 〇 
各交通手段 ● 〇 〇 
各交通手段別 所要時間  〇 〇 
各交通手段間 乗降地点、乗換地点 ● 〇 〇 
自動車 本人運転の有無 ● 〇 〇 
自動車 乗車人員数 ● 〇(運転手) 〇(利用者) 
自動車 駐車場所  〇(運転手) 〇(利用者) 
有料道路等 利用の有無  〇(運転手) 〇(利用者) 
有料道路等 利用 IC  〇(運転手) 〇(利用者) 

ト
リ
ッ
プ
特
性 

二輪車 駐車場所  × 〇(利用者) 
自動車から公共交通への転換可能性 

全トリップ
 × 〇 

目的地変更  × 〇 
自動車利用取りやめの可能性  × 〇 
今後の自動車からの転換意向  × 〇 
交通手段別の利用頻度  × 〇 

M
M
関
連 

付帯調査への参加意向  × 〇 

 

■調査項目設定の基本方針。 

第 4 回調査の本体調査（家庭訪問調査、交通行動実態調査）は、標準調査項目をベースに
し、第 3回調査との継続性に配慮した調査項目、各計画課題に対応する調査項目を設定する。 

表 3 実態調査の調査項目
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 ②ゾーン区分の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ゾーニングの基本方針。 

第 3 回調査時のゾーンを基本とし、市町村合併及び浜松市の政令市移行に伴う区制への対
応、住居表示の変更に伴うゾーン境界の変更、市街化の発展、新たな開発や交通条件の変化
等を考慮して、第 4回調査圏域のゾーン区分として設定する。 

旧舞阪町

旧浜松市

旧雄踏町

旧三ケ日町

新居町

旧福田町

旧袋井市

旧浅羽町

旧磐田市

旧竜洋町

旧豊田町

旧豊岡村
旧浜北市

旧細江町

旧引佐町

旧天竜市

旧春野町

旧佐久間町

旧水窪町

旧龍山村

湖西市

森町

旧市町村境 

第 3回調査 小ゾーン境界 

第 3回調査より分割する小ゾーン 
と分割後の小ゾーン境界 

ゾーン区分の設定（160 ゾーン） 

図 9 第 4 回調査のゾーニング
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 ③抽出率の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 

  世帯数  夜間人口  必要 抽出 抽出 

   総数 5 歳以上 (構成比) サンプル数 個人数 世帯数 

  a b c d e f [=e/60%] g [=f/(c/a)] 

都市圏計 400,659 世帯 1,116,292 人 1,062,246 人 (100.0%) 86,649 票 144,418 人 54,481 世帯

浜松市 290,724 世帯 788,674 人 751,088 人 (70.7%) 61,267 票 102,114 人 39,530 世帯

 中区 88,788 世帯 240,861 人 229,382 人 (21.6%) 18,711 票 31,185 人 12,071 世帯

 東区 45,455 世帯 123,311 人 117,435 人 (11.1%) 9,579 票 15,965 人 6,180 世帯

 西区 39,528 世帯 107,231 人 102,121 人 (9.6%) 8,330 票 13,884 人 5,375 世帯

 南区 37,328 世帯 101,264 人 96,438 人 (9.1%) 7,867 票 13,112 人 5,076 世帯

 北区 34,660 世帯 94,025 人 89,544 人 (8.4%) 7,304 票 12,174 人 4,713 世帯

 浜北区 31,398 世帯 85,176 人 81,116 人 (7.6%) 6,617 票 11,029 人 4,270 世帯

 天竜区 13,567 世帯 36,806 人 35,052 人 (3.3%) 2,859 票 4,765 人 1,845 世帯

磐田市 56,578 世帯 166,663 人 158,102 人 (14.9%) 12,897 票 21,496 人 7,695 世帯

 旧磐田市 31,308 世帯 87,110 人 82,636 人 (7.8%) 6,741 票 11,235 人 4,257 世帯

 旧福田町 5,959 世帯 19,696 人 18,684 人 (1.8%) 1,524 票 2,540 人 811 世帯

 旧竜洋町 6,079 世帯 19,092 人 18,111 人 (1.7%) 1,477 票 2,462 人 827 世帯

 旧豊田町 9,874 世帯 29,154 人 27,656 人 (2.6%) 2,256 票 3,760 人 1,343 世帯

 旧豊岡村 3,358 世帯 11,611 人 11,015 人 (1.0%) 899 票 1,499 人 457 世帯

袋井市 27,468 世帯 81,386 人 77,084 人 (7.3%) 6,288 票 10,480 人 3,735 世帯

 旧袋井市 21,410 世帯 62,319 人 59,025 人 (5.6%) 4,815 票 8,025 人 2,911 世帯

 旧浅羽町 6,058 世帯 19,067 人 18,059 人 (1.7%) 1,473 票 2,455 人 824 世帯

湖西市 14,219 世帯 42,287 人 40,240 人 (3.8%) 3,282 票 5,470 人 1,933 世帯

森町 6,030 世帯 20,637 人 19,805 人 (1.9%) 1,616 票 2,694 人 821 世帯

新居町 5,640 世帯 16,645 人 15,927 人 (1.5%) 1,299 票 2,165 人 767 世帯

資料：世帯数（a）…H19.2末住民基本台帳 
      夜間人口総数（b）…H19.2末住民基本台帳 

※夜間人口 5歳以上（c）：夜間人口総数（b）に、推計人口年報（H18.10.1）による 5歳以上比率を乗じて算出。 
※抽出個人数（f）：抽出想定単位別に、必要サンプル数（e）に対し有効回収率 60%を想定して算出。 
※抽出世帯数（g）：抽出想定単位別に、抽出個人数（f）を「世帯当たり 5歳以上人口」（c/a）で除して算出。 
※浜松市の区別数値：全市の数値に、浜松市Web（H17.10国勢調査要計表）の区別人口の比率を乗じて算出。 

■抽出率の算定。 

ゾーン区分の設定に基づき必要サンプル数を算出した結果、第 4 回調査に必要なサンプル
数は、約 87,000 票（抽出率約 8.2%）となる。実際に住民基本台帳を基に世帯単位で抽出する
数は、近年実施された他都市圏の有効回収率（60%程度）を考慮し、約 144,000 人、約 54,000
世帯となる。住民基本台帳からの抽出は、浜松市は政令市移行後の区単位、合併した磐田市、
袋井市は旧市町村単位、湖西市、森町、新居町は市町単位での抽出を想定する。 

表 4 旧市町村別の抽出率の算定結果
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（５）調査検討体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■調査検討体制の基本方針。 

「委員会」「幹事会」「作業部会」で構成される「西遠都市圏総合都市交通計画協議会」を
設置する。また、学識経験者には、計画策定に対して公正中立の立場から助言を受けるとと
もに、協議会における議論を積極的にリードしてもらうため、顧問ではなく委員としての参
画を要請する。 

西遠都市圏総合都市交通計画協議会 

幹  事  会 
・ 企画･調整等の必要な事項の検討協議 

作 業 部 会 
・ 企画･調整等の必要な事項の案作成 

・ その他必要な資料の収集または作成 

事  務  局 
・ 企画･調整等の必要な事項に関する 

  必要な資料の収集または作成 
・ 組織全体の運営に必要な庶務 

委  員  会 
・ 調査における基本方針や重要事項の決定 

図 10 第 4 回調査の検討体制
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